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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向に沿って外方に凸となるように湾曲形成されたネット状の外刃と、外刃の内面
に接触する内刃と、外刃に対して内刃を摺動させる駆動機構とを具備する電気かみそりに
おいて、上記外刃が、長手方向において区分される各部分毎の曲率半径を隣接する部分と
相違させたものであることを特徴とする電気かみそり。
【請求項２】
　上記外刃が、長手方向において区分される中央部分を該中央部分と隣接する両側部分よ
りも大きな曲率半径に形成したものであることを特徴とする請求項１に記載の電気かみそ
り。
【請求項３】
　上記外刃の長手方向において区分される中央部分が、長手方向における曲率半径無限大
の直線状部分であることを特徴とする請求項２に記載の電気かみそり。
【請求項４】
　上記外刃の直線状部分が、長手方向において該直線状部分と隣接する両側部分の接線上
に形成されていることを特徴とする請求項３に記載の電気かみそり。
【請求項５】
　長手方向に沿って外方に凸となるように湾曲形成されたネット状の外刃と、外刃の内面
に接触する内刃と、外刃に対して内刃を摺動させる駆動機構とを具備する電気かみそりに
おいて、上記外刃が、長手方向において複数の直線状部分に区分されるとともに、長手方
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向の端側に近い直線状部分となる程にその傾斜が大きくなるように形成されたものである
ことを特徴とする電気かみそり。
【請求項６】
　上記駆動機構が、外刃の長手方向に伸びる回転中心軸を中心に内刃を回転駆動させるも
のであり、且つ上記内刃が、外刃の長手方向に伸びるように刃先を形成した内刃ブレード
を有するものであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の電気かみそり
。
【請求項７】
　上記駆動機構が、外刃の長手方向に沿って内刃を往復動させるものであり、且つ上記内
刃が、外刃の短手方向に伸びるように刃先を形成した複数の内刃ブレードを外刃の長手方
向に沿って植設したものであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の電
気かみそり。
【請求項８】
　上記内刃が、外刃の長手方向に区分された中央部分及び該中央部分と隣接する両側部分
に対して内刃ブレードを接触させるものであり、且つ該内刃ブレードが、その刃先から回
転中心軸までの距離を各部分に対応して変化させたものであることを特徴とする請求項６
に記載の電気かみそり。
【請求項９】
　上記内刃が、外刃の長手方向に区分される中央部分に対してのみ内刃ブレードを接触さ
せるものであることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の電気かみそり。
【請求項１０】
　上記内刃が、外刃の長手方向において区分される各部分に対応して、長手方向に複数連
設されたものであることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の電気かみそり
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外刃と内刃を具備する電気かみそりに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ネット状の外刃と、外刃の内面に接触する内刃と、外刃に対して内刃を摺動
させる駆動機構とを具備して成る電気かみそりが知られている。上記内刃は内刃基台に複
数の内刃ブレードを取付けたものであり、内刃ブレードの刃先を外刃の内面に押圧させた
状態で内刃基台を駆動することで、外刃の刃孔から導入した髭等の体毛を内刃ブレードに
より切断するようになっている。上記電気かみそりの外刃としては、その外面が短手方向
に沿って外方に凸となるように湾曲形成し、且つ長手方向に沿っては一直線状に形成した
構成のものが一般的であるが、このような電気かみそりを用いた場合には、例えば顎下等
の窪み部分に対して外刃をフィットさせ難いという問題があった。
【０００３】
　そこで、図１８に示すように、ネット状の外刃５０をその短手方向だけでなく長手方向
に沿っても外方に凸となるように湾曲形成した構成の電気かみそりが提案されている（特
許文献１参照）。この構成の電気かみそりにあっては、顎下等の窪み部分に対しても外刃
５０をフィットさせ易くなるという利点がある。しかし、上記電気かみそりは、外刃５０
の長手方向における曲率半径が一定なものであり、したがって頬等の平らな個所に対する
フィット性を向上させるべく外刃５０の曲率半径を大きく設定すれば、その中央部分にお
けるフィット性は向上するものの、長手方向の両端部分においては肌に引っかかり易くな
るという問題が生じ、これに対して両端部分の肌への引っ掛かりを改善すべく曲率半径を
小さく設定すれば今度は中央部分が頬等の平らな個所にフィットし難くなってしまうとい
う問題が生じるものであった。
【特許文献１】特開昭４９－１３３１５１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記問題点に鑑みて発明したものであって、ネット状の外刃が長手方向に沿っ
て外方に凸となるように湾曲形成された電気かみそりを、頬等の平らな個所にも良好にフ
ィットし、且つ窪み部分においても引っ掛かりを生じることのないものとして提供するこ
とを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために本発明を、長手方向Ｙに沿って外方に凸となるように湾曲形
成されたネット状の外刃４と、外刃４の内面に接触する内刃２０と、外刃４に対して内刃
２０を摺動させる駆動機構とを具備する電気かみそりにおいて、上記外刃４が、長手方向
Ｙにおいて区分される各部分毎の曲率半径を隣接する部分と相違させたものとする。上記
構成の電気かみそりとすることで、外刃４の各部分毎に最適な曲率半径を設定することが
でき、したがって肌へのフィット性に大きく関与するものには大きな曲率半径を設定し、
肌への引っ掛かりに大きく関与するものには小さな曲率半径を設定することで、頬等の平
らな個所にも良好にフィットし、且つ窪み部分においても引っ掛かりを生じることのない
電気かみそりを提供することができる。
【０００６】
　具体的には、上記外刃４が、長手方向Ｙにおいて区分される中央部分４ａを該中央部分
４ａと隣接する両側部分４ｂ，４ｂよりも大きな曲率半径に形成したものとすることが好
適である。これにより、頬等の平らな個所にも良好にフィットし、且つ窪み部分において
も引っ掛かりを生じることのない電気かみそりを提供することが容易である。
【０００７】
　また、上記外刃４の長手方向Ｙにおいて区分される中央部分４ａが、長手方向Ｙにおけ
る曲率半径無限大の直線状部分となることも好適であり、この場合には、肌の平らな個所
へのフィット性が向上するとともに、外刃４０の製造コストが抑制されるものである。そ
して、上記外刃４の直線状部分が、長手方向Ｙにおいて該直線状部分と隣接する両側部分
４ｂ，４ｂの接線上に形成されているものであれば、外刃４が滑らかに形成されるので更
に肌当りが向上する。
【０００８】
　また、上記課題を解決するために本発明を、長手方向Ｙに沿って外方に凸となるように
湾曲形成されたネット状の外刃４と、外刃４の内面に接触する内刃２０と、外刃４に対し
て内刃２０を摺動させる駆動機構とを具備する電気かみそりにおいて、上記外刃４が、長
手方向Ｙにおいて複数の直線状部分に区分されるとともに、長手方向Ｙの端側に近い直線
状部分となる程にその傾斜が大きくなるように形成されたものとしてもよい。上記構成の
電気かみそりとすることで、頬等の平らな個所にも良好にフィットし、且つ窪み部分にお
いても引っ掛かりを生じることのない電気かみそりを提供することができる。
【０００９】
　ここで、上記各電気かみそりの駆動機構は、外刃４の長手方向Ｙに伸びる回転中心軸Ａ
を中心に内刃２０を回転駆動させるものであり、且つ上記内刃２０が、外刃４の長手方向
Ｙに伸びるように刃先２４を形成した内刃ブレード２２を有するものであってもよいし、
或いは、外刃４の長手方向Ｙに沿って内刃２０を往復動させるものであり、且つ上記内刃
２０が、外刃４の短手方向Ｘに伸びるように刃先４３を形成した複数の内刃ブレード４２
を外刃４の長手方向Ｙに沿って植設したものであってもよい。
【００１０】
　内刃２０が回転中心軸Ａを中心に回転駆動される構成の電気かみそりにおいては、上記
内刃２０が、外刃４の長手方向Ｙに区分された中央部分４ａ及び該中央部分４ａと隣接す
る両側部分４ｂ，４ｂに対して内刃ブレード２２を接触させるものであり、且つ該内刃ブ
レード２２が、その刃先２４から回転中心軸Ａまでの距離を各部分４ａ，４ｂに対応して
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変化させたものであることが好適である。これにより、外刃４の広範な範囲で髭等の体毛
を剃ることができるとともに、このようにするために内刃ブレード２２の刃先２４の形状
を外刃４の形状と合致させるだけでよいので簡単な構造で済むものである。
【００１１】
　また、上記内刃２０が、外刃４の長手方向Ｙに区分される中央部分４ａに対してのみ内
刃ブレード２２，４２を接触させるものである場合には、内刃ブレード２２の刃先２４の
形状を外刃４の中央部分４ａの形状と合致させるだけでよく、したがって簡単な構造で安
価に提供することが可能なものである。
【００１２】
　また、上記内刃２０が、外刃４の長手方向Ｙにおいて区分される各部分に対応して長手
方向Ｙに複数連設されたものである場合には、外刃４の広範な範囲で髭等の体毛を剃るこ
とができ、しかも簡単な構造で安価に提供することが可能なものとなる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、ネット状の外刃が長手方向に沿って外方に凸となるように湾曲形成された電
気かみそりを、頬等の平らな個所にも良好にフィットし、且つ窪み部分においても引っ掛
かりを生じることのないものとして提供することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。図４には、本発明の実施の
形態における第１例の電気かみそりの外観を示している。後述の制御回路１や駆動部２を
内蔵する本体部３は把手部をも兼ねるものであり、該本体部３の先端には、ネット状の外
刃４を保持する刃フレーム５を備えたシェーバヘッド６を着脱自在に装着させている。本
体部３の構造は図３に示すようなものであり、外殻を成す本体ハウジング７の側面には操
作スイッチ８をスライド自在に突出させている。本体ハウジング７内の制御回路１には、
上記操作スイッチ８や、本体ハウジング７の底面側から露出させた外部電源接続端子９や
、駆動部２を構成する駆動モータ１０をリード線１１により接続させており、また、充電
池１２を充電可能に接続させて設けている。
【００１５】
　本体ハウジング７内の駆動部２は、駆動モータ１０と、駆動モータ１０のモータ軸１３
に固定してあるギア１４と、本体ハウジング７内に設けてある回転軸１５を中心に回転自
在であり且つその歯面が前記ギア１４と噛合うように配される伝達ギア１６とで構成され
、本体ハウジング７のシェーバヘッド６との連結側である先端面から伝達ギア１６の一部
を突出させてその歯面を露出させている。また図中の符号１７は、本体ハウジング７の先
端面の両端部分から突設されて先端に凸状の係止体を有するフック部である。
【００１６】
　シェーバヘッド６の構造は図１や図４に示すようなものであり、平面視略矩形状の枠体
である刃フレーム５の、略矩形状に開口する先端開口部に外刃４を取付け、この外刃４の
内面と接触するように、刃フレーム５内に内刃２０を回転自在に配した構造である。外刃
４は、多数の刃孔を有する薄板状の部材であって、該外刃４の短手方向（以下、これを短
手方向Ｘとする）に沿って外側に凸となり、且つ該外刃４の長手方向（以下、これを長手
方向Ｙとする）に沿っても外側に凸となり、更にその短手方向Ｘの曲率半径が長手方向Ｙ
における中央部分から端側に近付くほどに漸次小さくなるように湾曲形成したものである
。
【００１７】
　外刃４は更に、長手方向Ｙにおいて複数の部分に区分されるものであり、本例において
は中央部分４ａと、該中央部分４ａと長手方向Ｙに連続する両側部分４ｂ，４ｂに区分さ
れている。中央部分４ａの曲率半径は該中央部分４ａと隣接する両端部分４ｂ，４ｂより
も大きく設定してある。
【００１８】
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　内刃２０は、長手方向Ｙに一直線状に伸びる回転中心軸Ａを中心として刃フレーム５に
回転自在に支持される支持軸部１８に接続固定される円筒状の内刃基台２１と、この内刃
基台２１の外側周面上の周方向に一定間隔を隔てた各個所に支持される複数の内刃ブレー
ド２２とで主体を成している。内刃基台２１は、長手方向Ｙに一直線状に貫通する貫通穴
２３内に支持軸部１８が嵌入固定されるものであり、支持軸部１８と一体に回転中心軸Ａ
を中心として駆動されるようになっている。また内刃ブレード２２は、内刃基台２１と同
様に長手方向Ｙをその長手方向とする薄板状の部材であり、その外方を向く端縁部分に、
長手方向Ｙに伸びる刃先２４を形成している。また、内刃ブレード２２の長手方向Ｙの両
端部分には、刃先２４の尖端方向とは逆方向に向けて取付部２５を延設してあり、各取付
部２５には、刃先２４の尖端方向に長尺の長穴１９をそれぞれ形成している（図２参照）
。上記長穴１９は、内刃基台２１の外側周面の長手方向Ｙ両端部分に凹設される取付凹部
２６の側壁から突設される取付軸２７が嵌入されるものであり、上記長穴１９と取付軸２
７とが刃先２４の尖端方向にスライド自在に嵌合することで、内刃ブレード２２は上記尖
端方向（換言すると内刃基台２１の径方向）に向けてスライド自在に取付けられている。
取付軸２７の先端は該取付軸２７が長穴１９から抜けないようにかしめてあり、したがっ
て内刃ブレード２２の内刃基台２１からの脱落は防止されている。
【００１９】
　各内刃ブレード２２の内方を向く（即ち刃先２４を形成してある側と逆側の）端縁部分
と、内刃基台２１の外側周面との間には、内刃基台２１の径方向に圧縮された状態の付勢
ばね２８を配しており、上記付勢ばね２８を、内刃ブレード２２にその刃先２４の尖鋭方
向に向けての付勢力を与える付勢手段として機能させている。上記付勢力により内刃ブレ
ード２２は外刃４の中央部分４ａの内面に押圧されるが、各内刃ブレード２２はその刃面
２４を長手方向Ｙに沿って外方に凸となるように湾曲形成したものであり、しかも外刃４
の中央部分４ａと内刃ブレード２２の刃先２４とでその曲率半径を一致させているので、
外刃４の中央部分４ａと内刃ブレード２２の刃先２４とは長手方向Ｙのいずれの個所にお
いても良好な密着状態で接触するものである。また、支持軸部１８には該支持軸１８と一
体に回転するようにギア２９が固定されており、更に刃フレーム５内にはこのギア２９と
噛合うように伝達ギア３０が回転自在に支持されている。
【００２０】
　上記構成のシェーバヘッド６を本体部３の先端側に被せると、本体部３から突設したフ
ック部１７の先端に形成してある係止体が、シェーバヘッド６の刃フレーム５の長手方向
Ｙ両端の内側面に凹設した被係止部３１に嵌合して係止され、これによりシェーバヘッド
６が本体部３に着脱自在に装着される。そして、上記装着状態において、本体ハウジング
７の先端面から一部突出した伝達ギア１６の歯面と、刃フレーム５内に設けてある伝達ギ
ア３０の歯面とが噛合うことで、本体部３内の駆動部２から両伝達ギア２９，３０を介し
て内刃２０にまで駆動力を伝達して該内刃２０を回転中心軸Ａを中心に回転駆動させる駆
動機構が形成されるものである。
【００２１】
　しかして、上記の装着状態で操作スイッチ８を操作し、制御回路１により駆動モータ１
０を回転駆動させると、本体部３内にてギア１４及び伝達ギア１６を介して駆動力が伝達
され、更にシェーバヘッド６内にて伝達ギア３０及びギア２９を介して伝達された駆動力
により支持軸部１８が回転中心軸Ａを中心として回転駆動される。このとき内刃２０を構
成する内刃基台２１は支持軸部１８と一体に回転駆動され、したがって内刃基台２１に支
持される複数の内刃ブレード２２も回転中心軸Ａを中心に回転駆動されることとなる。こ
こで、内刃２０はその刃面２４の曲率半径を外刃４の中央部分４ａの曲率半径と一致させ
、該刃先２４から回転中心軸Ａまでの距離を、長手方向Ｙにおける中央部分から両端側に
近付くほど短くなるように形成したものであるとともに、付勢ばね２８によりこの刃先２
４側を外刃４の中央部分４ａ内面に押圧させているので、内刃ブレード２２はその刃先２
４を良好な密接状態で外刃４の中央部分４ａ内面に押圧させながら回転中心軸Ａを中心に
円滑に回転駆動されるようになっている。そして、外刃４の中央部分４ａの刃孔から導入
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された髭等が該中央部分４ａ内面に対して円周方向に摺動する内刃ブレード２２の刃先２
４により円滑に切断されるものである。
【００２２】
　外刃４の中央部分４ａの長手方向Ｙにおける曲率半径は１５０～３５０ｍｍ程度に設定
しておくことが肌当りの面で好ましく、髭剃り時に頬等の平らな個所にも良好にフィット
するものとなる。また、両側部分４ｂ，４ｂの長手方向Ｙにおける曲率半径は１０～１０
０ｍｍ程度とすることが好ましく、このように設定しておくことで髭剃り時に顎下等の窪
み部分においても外刃４が引っ掛かりを生じることは防止されるものである。なお、両側
部分４ｂ，４ｂは、その長手方向Ｙにおける断面円弧形状が中央部分４ａの断面円弧形状
の内接円となるように、中央部分４ａと円滑に連続していることが好適であり、この場合
には肌当りが更に良好なものとなる。
【００２３】
　即ち、本例の電気かみそりにあっては、上記のように長手方向Ｙに沿って外方に凸とな
るように湾曲形成されたネット状の外刃４を更に長手方向において区分し、その中央部分
４ａを該中央部分４ａと隣接する両側部分４ｂ，４ｂよりも大きな曲率半径に形成したこ
とで、頬等の平らな個所にも中央部分４ａが良好にフィットし、且つ窪み部分においても
両側部分４ｂ，４ｂが引っ掛かりを生じることのないものになっている。また、内刃２０
の製造に際しては、複数個ある内刃ブレード２２の長手方向Ｙに伸びる刃先２４を外刃４
の中央部分４ａと同様の曲率半径となるように湾曲形成しておくだけでよいので、加工コ
ストも抑制されるものである。
【００２４】
　なお、本例においては駆動機構として上記各ギア１４，１６，２９，３０から構成され
るものを用いているが、これに限定されず駆動軸部１８を回転駆動させる機構であれば他
の構造であっても構わない。
【００２５】
　次に、本発明の実施の形態における第２例の電気かみそりについて、図５に基づいて説
明する。なお、本例の構成のうち第１例と同様の構成については同一符号を付して詳しい
説明を省略し、第１例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、長
手方向Ｙに区分される各部分毎の曲率半径を互いに隣接する部分と相違させている点では
第１例と同様であるが、中央部分４ａと隣接する両側部分４ｂ，４ｂをそれぞれ長手方向
Ｙに沿って更に複数（図示例では４ｃ，４ｄ，４ｅの三つ）の部分に区分し、中央部分４
ａから長手方向Ｙの両端側に近い部分となる程にその曲率半径が小さくなるように形成し
ている点で第１例と相違している。内刃２０の内刃ブレード２２の刃先２４は、外刃４の
中央部分４ａに加えて隣接する複数の部分（図示例では４ｃ，４ｄの部分）にまで接触す
るものであり、刃先２４の曲率半径についても接触する各部分４ａ，４ｃ，４ｄの曲率半
径と一致するように（即ち、刃先２４を長手方向Ｙに沿って複数の部分に区分し、両端側
に近い部分となる程にその曲率半径が小さくなるように）変化させている。したがって刃
先２４はその全体に亘って外刃４の内面と良好に密着するようになっている。
【００２６】
　次に、本発明の実施の形態における第３例の電気かみそりについて、図６に基づいて説
明する。なお、本例の構成のうち第１例と同様の構成については同一符号を付して詳しい
説明を省略し、第１例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、第
１例のように外刃４の中央部分４ａにのみ接触する内刃ブレード２２に加えて、中央部分
４ａと隣接する側部分４ｂにのみ接触する小型の内刃ブレード２２′を内刃基台２１に取
付け、このように各部分４ａ，４ｂに対応させた両内刃ブレード２２，２２′を長手方向
Ｙに連設させている。上記小型の内刃ブレード２２′の刃先２４′の曲率半径は、外刃４
の側部分４ｂの曲率半径と一致させており、また小型の内刃ブレード２２′と内刃基台２
１との間には付勢ばね２８′を配しているので、内刃２０の全ての内刃ブレード２２，２
２′の刃先２４，２４′がその全体に亘って外刃４の内面と良好に密着するようになって
いる。本例の電気かみそりによれば、外刃４の中央部分４ａに加えて側部分４ｂをも含む
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広範な範囲で髭を剃ることができる。なお、本例のように内刃ブレード２２，２２′を長
手方向Ｙに連設させる場合、図示例のように内刃基台２１の周方向に間隔を隔てた別の個
所と比べて内刃ブレード２２，２２′の長手方向Ｙの配置をずらしておくことが好ましい
。
【００２７】
　次に、本発明の実施の形態における第４例の電気かみそりについて、図７に基づいて説
明する。なお、本例の構成のうち第１例と同様の構成については同一符号を付して詳しい
説明を省略し、第１例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、中
央部分４ａの長手方向Ｙにおける曲率半径を無限大に設定したものである。即ち、本例の
外刃４は、その中央部分４ａが長手方向Ｙにおいて直線状に形成されたもの（以下、これ
を直線状部分という）となっており、この直線状部分に接触する内刃ブレード２２はその
刃面２４が長手方向Ｙに一直線状に形成されている。つまり、本例においては内刃ブレー
ド２２の刃先２４を簡単に形成することができ、コストダウンが可能となる。なお、外刃
４の中央部分４ａである直線状部分は、長手方向Ｙにおける両側部分４ｂ，４ｂの接線上
に形成されていることが好ましく、このような形状とすることで中央部分４ａと両側部分
４ｂ、４ｂとが円滑に連続するので剃り心地が向上する。
【００２８】
　次に、本発明の実施の形態における第５例の電気かみそりについて、図８に基づいて説
明する。なお、本例の構成のうち第４例と同様の構成については同一符号を付して詳しい
説明を省略し、第４例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の電気かみそり
は、内刃ブレード２２の刃先２４が、外刃４の直線状部分である中央部分４ａに加えて両
側部分４ｂ，４ｂにまで接触するように設けたものである。内刃ブレード２２の刃先２４
は長手方向Ｙに沿って複数の部分（図示例では三つの部分）に区分されるものであり、中
央部分４ａと接触する部分においては長手方向Ｙに一直線状に形成され、両側部分４ｂ，
４ｂと接触する部分においては該両側部分４ｂ，４ｂの曲率半径と一致するように湾曲形
成されている。
【００２９】
　次に、本発明の実施の形態における第６例の電気かみそりについて、図９に基づいて説
明する。なお、本例の構成のうち第４例と同様の構成については同一符号を付して詳しい
説明を省略し、第４例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、中
央部分４ａが曲率半径無限大の直線状部分であるだけでなく、この中央部分４ａと隣接す
る両側部分４ｂ，４ｂも直線状部分となっている点が第４例と相違している。即ち、本例
の外刃４は、その全体が長手方向Ｙにおいて複数の直線状部分に区分されるものであり、
これら直線状部分のうち長手方向Ｙの端側に近いもの（図示例においては中央部分４に対
する両側部分４ｂ，４ｂ）となる程にその傾斜が大きくなるように形成している。また、
内刃ブレード２２の刃先２４は長手方向Ｙに沿って複数の部分（図示例では三つの部分）
に区分されるものであり、中央部分４ａと接触する部分において長手方向Ｙに一直線状に
形成され、両側部分４ｂ，４ｂと接触する部分においては長手方向Ｙの端側に近付く程に
回転中心軸Ａに接近するように一直線状に傾斜して形成されている。
【００３０】
　次に、本発明の実施の形態における第７例の電気かみそりについて、図１０～図１２に
基づいて説明する。なお、本例の構成のうち第１例と同様の構成については同一符号を付
して詳しい説明を省略し、第１例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の電
気かみそりの駆動機構は、内刃２０を外刃４の長手方向Ｙに沿って往復動させるものであ
り、本体部３内に配される駆動モータ１０と、駆動モータ１０のモータ軸１３に連結され
る偏心カム機構部４０と、偏心カム機構部４０と連結されて長手方向Ｙに往復駆動される
とともにその先端部を本体ハウジング７の先端面から突出させてある駆動子４１とで主体
を構成している。また、外刃４は、第１例と同様にその中央部分４ａの曲率半径を両端部
分４ｂ，４ｂよりも大きく設定したものであるが、外刃４０の短手方向Ｘの曲率半径につ
いては、長手方向Ｙに沿って相違させず均一に保持させている。
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【００３１】
　本例の内刃２０は、短手方向Ｘに伸びるように刃先４３を形成した複数の内刃ブレード
４２を、長手方向Ｙに沿って内刃基台４４上に植設したものである。内刃基台４４は、駆
動子４１に直接取付けられて往復駆動される主基台４４ａと、この主基台４４ａの長手方
向Ｙ両側方に連結される副基台４４ｂとで構成され、主基台４４ａ側の内刃ブレード４２
の刃先４３が外刃４の中央部分４ａと接触し、副基台４４ｂ側の内刃ブレード４２の刃先
４３が対応する側部分４ｂと接触するように設けている。主基台４４ａは、駆動子４１に
配してある付勢ばね４５により該主基台４４ａ側に植設される内刃ブレード４２の刃先４
３の尖端方向に付勢力を付与されており、更に主基台４４ａと撓み変形自在な薄肉ヒンジ
部４５を介して連結される副基台４４ｂは、主基台４４ａとの間に配される付勢ばね４６
を介して該副基台４４ｂ側に植設される内刃ブレード４２の刃先４３の尖鋭方向に付勢力
を付与されている。
【００３２】
　しかして、本例の電気かみそりにおいて操作スイッチ８を操作して駆動モータ１０を回
転駆動させると、駆動機構を介して内刃基台４４全体（即ち、主基台４４ａ及び両側の副
基台４４ｂ，４４ｂ）が長手方向Ｙに往復動され、主基台４４ａの内刃ブレード４２の刃
先４３が外刃４の中央部分４ａの内面を長手方向Ｙに往復摺動するとともに、両側の副基
台４４ｂ，４４ｂの内刃ブレード４２の刃先４３が外刃４の両側部分４ｂ，４ｂの内面を
長手方向Ｙに往復摺動する。そして、外刃４の中央部分４ａ及び両側部分４ｂ，４ｂの刃
孔から導入された髭等の体毛が内刃ブレード４２の刃先４３で円滑に切断されるようにな
っている。
【００３３】
　なお、上記のような主基台４４ａと副基台４４ｂとに分割されて成る内刃基台４４を用
いずとも、例えば図１３に示すような薄肉であって刃先４８の尖鋭方向に弾性変形可能な
弾性内刃ブレード４７を用いることや、または図１４に示すような長手方向Ｙに沿って外
方に凸に湾曲するように（図中の点線部分を参照）弾性変形自在な弾性内刃基台４９を用
いることでも、本例のように長手方向Ｙに沿って曲率半径を変化させた外刃４に対して往
復摺動可能な内刃２０を構成することは可能である。また、本例においては駆動機構とし
て上記偏心カム機構４０等から成るものを用いているが、これに限定されず内刃基台４４
を長手方向Ｙに往復動させる機構であれば他の構造であっても構わない。
【００３４】
　次に、本発明の実施の形態における第８例の電気かみそりについて、図１５に基づいて
説明する。なお、本例の構成のうち第７例と同様の構成については同一符号を付して詳し
い説明を省略し、第７例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、
図７に示した第４例と同様に、中央部分４ａの長手方向Ｙにおける曲率半径を無限大に設
定したものである。即ち、本例の外刃４は、その中央部分４ａが長手方向Ｙにおいて直線
状に形成された直線状部分となっており、第７例における主基台４４ａのみから構成され
る内刃基台４４は該内刃基台４４に植設される内刃ブレード４２がこの直線状部分とのみ
接触する構造になっている。本例においては内刃ブレード４２の刃先４３は長手方向Ｙに
一直線状に揃っていればよく、したがって製造コストが抑制されるものである。
【００３５】
　次に、本発明の実施の形態における第９例の電気かみそりについて、図１６に基づいて
説明する。なお、本例の構成のうち第７例と同様の構成については同一符号を付して詳し
い説明を省略し、第７例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は、
第４例や第８例と同様に、中央部分４ａを曲率半径が無限大の直線状部分にしたものであ
り、主基台４４ａ側の内刃ブレード４２の刃先４３が中央部分４ａに対して往復摺動し、
副基台４４ｂ側の内刃ブレード４２の刃先４３が湾曲した両側部分４ｂ，４ｂに対して往
復摺動するように設けている。本例においては主基台４４ａ側の内刃ブレード４２の刃先
４３は長手方向Ｙに一直線状に揃っていればよく、したがって製造コストが抑制されるも
のである。
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【００３６】
　次に、本発明の実施の形態における第１０例の電気かみそりについて、図１７に基づい
て説明する。なお、本例の構成のうち第７例と同様の構成については同一符号を付して詳
しい説明を省略し、第７例と相違する構成についてのみ以下に詳述する。本例の外刃４は
、図９に示した第８例と同様に、中央部分４ａが曲率半径無限大の直線状部分であること
に加えて、この中央部分４ａと隣接する両側部分４ｂ，４ｂも直線状部分となっている。
即ち、本例の外刃４は、長手方向Ｙにおいて複数の直線状部分に区分されるとともに、こ
れら直線状部分のうち中央のもの（図示例では中央部分４ａ）を水平とした場合に、長手
方向Ｙの端側に近い側のもの（図示例では両側部分４ｂ，４ｂ）が下方に向けて傾斜する
ように形成されている。本例においては、主基台４４ａ側及び副基台４４ｂ側の内刃ブレ
ード４２の刃先４３は長手方向Ｙに一直線状に揃っていればよく、したがって製造コスト
が抑制されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施の形態における第１例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図２】同上の電気かみそりの内刃の構造を示す説明図である。
【図３】同上の電気かみそりの本体部を示す断面図である。
【図４】同上の電気かみそり全体を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態における第２例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図６】本発明の実施の形態における第３例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図７】本発明の実施の形態における第４例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図８】本発明の実施の形態における第５例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図９】本発明の実施の形態における第６例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断面
図である。
【図１０】本発明の実施の形態における第７例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断
面図である。
【図１１】同上の電気かみそりの本体部を示す断面図である。
【図１２】同上の電気かみそり全体を示す斜視図である。
【図１３】弾性内刃ブレードの説明図である。
【図１４】弾性内刃基台の説明図である。
【図１５】本発明の実施の形態における第８例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断
面図である。
【図１６】本発明の実施の形態における第９例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す断
面図である。
【図１７】本発明の実施の形態における第１０例の電気かみそりのシェーバヘッドを示す
断面図である。
【図１８】従来の電気かみそりの主要部を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３８】
　４　外刃
　４ａ　中央部分
　４ｂ　側部分
　２０　内刃
　２１　内刃基台
　２２　内刃ブレード
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　２４　刃先
　４２　内刃ブレード
　４３　刃先
　４４　内刃基台
　Ａ　回転中心軸
　Ｘ　短手方向
　Ｙ　長手方向
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【図３】 【図４】
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